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図-3  地質調査位置図と縦・横断線図 (S=1︓1000) 

別紙３　地質調査報告書抜粋
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① ⻄域、造成境の流れ⼭(R4.6.2 撮影)

② φ400〜1200mm ⼤の転⽯多数散⾒

⑨ 東域、造成境付近(商業施設が隣接)

⑬ 東域から造成地望む(低平な地形で⽔⽥耕地、農道、流れ⼭)

⑭ 流れ⼭裾部の転⽯(整備に伴い除去移動)

⑦ ⻄域、造成境付近(As 道は市道) ⑧ 造成地北境の市道(商業施設や住宅が隣接している)⑥ 造成北境の市道(商業施設や住宅が隣接している)

⑯ 流れ⼭裾部⽔路脇の転⽯(整備に伴い除去移動)

図-4  調査位置と現地状況図 (S=1︓1000) 

●機械ボーリング地点(B)
●スウェーデン式サウンディング試験(S)

北、東域造成境付近の商業施設 
⑮ 南から造成地全景望む(R4.4.6 撮影)

⑫ ボーリング︓B-3 地点

⑪ ボーリング︓B-2 地点⑩ ボーリング︓B-1 地点 

流れ⼭ 
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流れ⼭ 

③ 流れ⼭を構成する巨⽯群⇒施⼯時には⼤量発⽣
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①造成盛⼟の基礎として問題となる低湿(軟質)⼟層は、概ね、表⼟及び有機質⼟層(ts・kv2-p)が対象とな
る。層厚は、ばらつきがあるものの、1m 内外、最も厚い所で 1.8m(南域 Sw-1 付近)である。

②造成⼯事に際しては、施⼯機械のトラフィカビリティーの確保をするため、また、造成盛⼟後の圧密沈下を最
⼩限に抑えておくことが必要で、当該低湿⼟層の除去による良質⼟との置き換えや地盤改良案も要考慮。

③⼟地利⽤に関しては、設計レイアウトが未定であるが、区域内の⻄側域がやや低湿地盤で厚く、緑地や植栽
地への利⽤が適当。区域内の中央部は流れ⼭の存在する区域で地盤としては⾼評価にあり、重要施設(建
物)には適応度⾼い。次いで、東側域は、商業施設が隣接する区域で、低湿⼟層厚も薄く造成盛⼟基礎と
して⼗分な地耐⼒を有しており、⼟地利⽤として、軽量建築物や駐⾞場施設が適切と考えられる。

④周囲の作付け⽥など今後とも継続されることから、灌漑期には⽔位の上昇が伴うこととなる。盛⼟内に⽔が浸
⼊し強度低下に起因することのないよう、排⽔計画を講ずるものとする。

⑤北側域及び東側域の⼀部には、住宅地や商業施設が隣接することから、⼯事着⼿前、⼯事中及び⼯事終
了後の変状有無の記録も要考慮。⇒事後補償関連。

⑥⼯事中、汚濁⽔の⽔路への流出防⽌、施⼯重機の振動・騒⾳に対する考慮、更に市道、住宅地域往来
時の⼯事⾞両の交通遵守など⼼掛け、住⺠とのトラブルが発⽣しないように努めることが肝要である。

附図・附表  地質調査結果総括版 

【地層構成概要⼀覧表】 

【地質調査位置】 

【設計・施⼯時の留意点】 

【設計⽤地盤定数⼀覧表】 

【地層推定横断⾯図(NO.1,NO.5,NO.9)】 
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地質調査位置図 S=1:800

ボーリング位置(N=3)

スウェーデン式サウンディング試験位置(N=6本)

凡 例

図 5.1.2  地層推定縦断⾯図 S=H=1:1,000  V=1:200 

表⼟・有機質⼟層がやや厚く、部分置き換えを要する
(置き換え材料は、排⽔性も兼ねた材料とする) 

軟質⼟層の分布域及び厚さは薄い。部分置き換え等 
で基礎の排⽔性を兼ねた材料、補強を計画が望まれる。 

局部的に軟質⼟層か厚く堆積している所があるが、通常範囲(1m ほど)の
部分置き換え等で将来の排⽔性を兼ねた材料で基礎補強を計画する。 
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地層推定横断面図
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図 5.1.3  地層推定横断⾯図 S=1:400 
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図 5.1.4  地層推定横断⾯図 S=1:400
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地層推定横断面図

に か ほ 市
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凡 例
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図 5.1.5  地層推定横断⾯図 S=1:400



ボーリング柱状図

調 査 名 若 者 支 援 住 宅 建 設 工 事 に 係 る 測 量 調 査 業 務 委 託

事業・工事名
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ボーリング柱状図

調 査 名 若 者 支 援 住 宅 建 設 工 事 に 係 る 測 量 調 査 業 務 委 託

事業・工事名
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規則に混じる。
所々玉石挟む。
玉石は100mm前後の短柱状で採取さ
れ、実径300mm前後と推定。
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礫の多少によりN値ばらつく。

礫

混

じ

り

シ

ル

ト

暗

灰

中

位～

非

常

に

硬

い

コアは100～300mm前後の短～長柱状
に採取され、実径30～100cm程度と
推定。
玉石は、安山岩礫からなり火山灰の
基質を伴い、一部気泡に富む安山岩
礫も見られる。

玉

石
灰

細～中砂主体でΦ5～30mm前後の亜
角礫多少散在する。
部分的に実径Φ300mm前後の安山岩
礫挟む。

礫混じ
りシル
ト質砂

暗

灰

緩い
～中
ぐら
い

基質はシルトで部分的に礫多く混じ
る。
礫はΦ10mm前後の亜角礫で、Φ50mm
大の亜円礫も散在する。

礫混じ
りシル
ト

暗

灰

硬

い

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

1.30
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(m)

1.15

1.45

2.15
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6.05

7.15

7.45

8.15

8.45

9.15

9.45

10.15

10.45

10cmごとの

打 撃 回 数

0

～

10

3

1

2

4

3

50

5

4

4

3

3

10

～

20

3

1

5

29

3

3

3

4

4

20

～

30

2

2

19

9

2

4

2

4

5

打
撃
回
数
/
貫
入
量
(cm)

8

30

4

30

26

30

42

30

8

30
50

5

11

30

9

30

11

30

12

30

N 値

0 10 20 30 40 50 60

8

4

26

42

8

300

11

9

11

12

原 位 置 試 験

深

度

(m)

試 験 名

および結果

試 料 採 取

深

度

(m)

試

料

番

号

採

取

方

法

室
内
試
験

(
)

掘

進

月

日

5

25

5

26



ボーリング柱状図

調 査 名 若 者 支 援 住 宅 建 設 工 事 に 係 る 測 量 調 査 業 務 委 託

事業・工事名

ボーリング名 R 0 4 . B - 3 調査位置 に か ほ 市 平 沢 白 幡 森 、 行 ヒ 森 、 盲 渕 、 中 谷 地 　 地 内 北 緯 3 9 ° 1 6’ 5 9 . 0 6 ”

東 経 1 3 9 ° 5 8’ 7 . 7 8 ”発 注 機 関 に か ほ 市 調査期間 令和 4年 5月  1 9日  ～ 4年  5月  2 1日

調 査 業 者 名 主任技師
現 場
代 理 人

コ ア
鑑 定 者

ボｰリング
責 任 者

孔 口 標 高 10.86m
角

度

180°

0°

90°上

下

方

向

0°

90°

180°

270°

北

東

南

西

地
盤
勾
配 90°

水平0°
鉛
直

使
用
機
種

試 錐 機
ハンマー
落下用具

エンジン ポ ン プ総 掘 進 長  10.45m

ボーリングNo

シートNo

標

尺

(m)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

標

高

(m)

 10.46

 9.96

 6.36

 0.41

層

厚

(m)

 0.40

 0.50

 3.60

 5.95

深

度

(m)

0.40

0.90

4.50

10.45

柱

状

図

土

質

区

分

色

調

相

対

密

度

相

対

稠

度

記

事

耕作土表土 暗褐

有機質で有機物多少混じる。
有機質
粘土

暗褐
～黒
褐

含水多く粘つく。
1.90～2.50m間、含水少なくやや硬
い。

粘

土

淡

青

灰

軟

ら

か

い～

中

位

の

比較的均質なシルトからなる。

5m付近より硬く締まっている。

コアは概ね棒状で採取され、指圧で
はへこまない。

7.90m付近に炭化物含む。

シ

ル

ト

暗

灰

硬

い

孔
内
水
位
(m)
／
測
定
月
日

0.90
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～
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土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料

に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

若者支援住宅建設工事に係る測量調査業務委託 令和 4年 6月 14日

B1-T1

(2.00～2.40m)

1.580

0.956

2.537

64.5

1.655

100.1

6.3

27.6

29.9

36.2

*

0.0221

9.5

-

68.0

32.5

35.5

礫まじり砂質粘土

(CHS-G)

18.7

16.6

17.7

0.541

35.8

土の段階載荷による圧密試験

（高液性限界）

5 0 ％ 粒 径 D 50

1 0 % 粒 径D10

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

一軸圧縮強さ q u

平均一軸圧縮強さ

mm

mm

kN/m2

kN/m2

kN/m2

kN/m2
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